
特定非営利活動法人兵庫子ども支援団体
〒673-0038　兵庫県明石市別所町８番１１号
Tel：050-5586-5448 / Fax：050-3488-0600 / Web：https://hpcso.com
Twitter:@hpcso / Facebook：https://www.facebook.com/hpcso

兵庫子ども支援団体へのご支援のお願い
兵庫子ども支援団体の活動は皆さまからのご寄付によって支えられています。
これからも子どもたちに学習の機会や安心して過ごすことができる居場所の
提供、体験する機会の提供など様々な活動を届けるためには、活動資金が必要
です。継続的な支援を届けるためにも、応援をお願いいたします。

月1,000円の寄付で、
子ども１人を支えられます。

月5,000円の寄付で、
子ども10人に体験活動を届けられます。

継続的に
寄付をする

今回のみ
寄付をする

その他

月1,000円からの月額寄付で
兵庫子ども支援団体の活動に
ご参加いただけます。
WEB https://campaign.hpcso.com/

ご都合のよいときにご寄付いただけます。

三井住友銀行
明石支店（店番号425）
特定非営利活動法人兵庫子ども支援団体
カナ名義：ﾄｸﾋ)ﾋｮｳｺﾞｺﾄﾞﾓｼｴﾝﾀﾞﾝﾀｲ
口座番号：普通　7066924

WEB 銀行振込

https://hpcso.com/donate

寄付型自動販売機の設置や物品寄付など様々な方法によって、
支援していただけます。詳しくはホームページをご覧ください。
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子どもが笑って過ごせる地域の形成を目指す

NPO法人兵庫子ども支援団体

兵庫子ども支援団体と子どもたちをご支援してくださっている皆さまへ
感謝を込めて。



子どもの健全育成等に関する事業 2019年度は新たな子どもの居場所の
開設や新型コロナウイルス感染症の感染
拡大に伴う緊急対策事業などを行いました。

食育ひろば ひなた

ビーンズテラス

新型コロナウイルス緊急対策事業

2019年度は７回実施し、延べ４９人の
子どもや地域住民に食事や居場所の提供を
行いました。

「たべて まなんで あたたまる」をコンセプトに、
調理の体験、食事の提供、遊びや学習の場づくり
に取り組みました。

2019年8月から明舞団地（神戸市）にある
「めいまいテラス」にて子どもの居場所を
開設しています。
毎週土曜日に活動を行なっています。

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う学校園の
臨時休校への緊急対策事業として、平日子どもたちが
過ごせる居場所「こどもの居場所」を開設いたしました。

また、5月からは小学生から高校生までを対象とした
LINE相談を試験的に開始いたしました。

２ヶ月で１５名の方の登録があり、140回を
超えるやりとりを行いました。
【受け付けた相談内容（一部）】
（中学生）
　・学校生活に関する相談
　・将来の夢に関する相談
（高校生）
　・学習に関する相談
　・大学受験や志望校に関する相談

学習支援に関する事業 学習支援［かがやき］や高校入試対策、
オンラインを利用した学習支援などに
取り組みました。

学習支援［かがやき］

オンライン学習支援

2019年度は延べ260人の子どもたちに
学習の機会を提供しました。また、延べ291人の
チューターが子どもたちの支援に関わりました。

学習支援［かがやき］では、「総合的な生きる力」
を育むことを目標にしています。様々な家庭環境
の中で暮らす子どもたちに、学習だけでなく、
体験活動やグループワークなどを提供しました。

「総合的な生きる力」とは？
　子どもたちがこれからの社会を生き抜くためには、単なる知識だけでなく、思考力や表現力、探究心、
　コミュニケーション能力など幅広い力が必要になると考えています。私たちは、それらの幅広い力の
　ことを「総合的な生きる力」と呼び、学習支援［かがやき］を通して、育むことを目指しています。

また、2019年度は４名の中学３年生が在籍していました。
学力テストや面接指導、小論文指導など個々に合わせた支援を行い、全員が高校へ進学することができました。

臨時休校に伴う学習サポートの一環として、
オンラインによる学習支援を小学生から中
学生までの８名の子どもに支援を提供しました。

利用者の声

・ 楽しかった。
・ 分かりやすかったし、出来たときは褒めてくれて
　嬉しかったです。
・ 学校でまだ習ってない単元を習ってもしっかりと
　理解できました。
・ ピンポイントで質問できてよかった。
・ 学校のワーク以外でも色々問題を解かせて
　もらえて、為になりました。
・ 授業は説明が多くて分かりやすかった。
・ 予習が出来たので学校の授業に大変有効だった。

保護者の声

オンラインでの学習はコミュニケーションが
難しくないのかな？と思っていましたが、
教材も見易い物を用意して下さり、
意志疎通もうまくいったように思います。　

保護者の声

新型コロナで家族以外と接する機会がなくなり、
会話も少なくなってきたことが、受講のきっかけ
でした。ちょっとした外出も人と会うことも嫌がっ
ていた時期なので、オンラインはちょうどよかった
です。また、普段接することのない、お兄さんや
お姉さんのような先生と勉強できたこともいい経
験になったと思います。



情報発信に関する事業

子どもの居場所ボランティア講座

高校生へのボランティア講座や
子どもを取り巻く環境についての
啓発イベントなどを行いました。

神戸市内の高等学校に通う高校生を対象にした
「子ども居場所ボランティア講座」で講師を行いました。
高校１年生から高校３年生まで計１５名の高校生が参加し、
１日目は「子どもの居場所」についての講義を、
３日目は居場所体験後の振り返りを行いました。

総合的な探求の時間での授業

Let’s action～こわす・かいたく・すすむ～

「兵庫子ども支援団体の活動内容や取り組み」について
神戸市内の高等学校に通う１年生を対象に授業を行いました。

子どもたちを取り巻く環境や問題について、
広く知っていただくことを目的とした
啓発イベントを行いました。
イベントでは、映画の上映や兵庫県内で
子ども食堂などの支援を行なっている
団体の活動について話を聞き、
その後、交流会を行いました。

受講者の感想
自分の知らない環境を知ることができて良かったです。

ボランティアとはどういったものなのか、今の子どもたちの

現状はどういったものなのか、教えていただけた。

また、大学に入っても、大学の学びとボランティアでの学びを

結びつけられたら良いなと思っています。

生徒の感想
日本にとって貧困はあまり重要視されていないと思って

いたけれど、7人に1人も貧困の子どもがいると知って、

驚きました。授業を受けて、「思うだけ」で終わるのではなく

行動を起こすことが大事なんだなと改めて思いました。

自分も”人のために”という活動をしたいと感じました。

2019年度 私たちの活動を応援してくださった皆さま
兵庫子ども支援団体が、地域の様々な子どもたちに学習支援や居場所、体験機会などを提供したり、新しい活動に
取り組んだりすることが出来るのは、ご寄付いただいている方のおかげです。
2019年度のサポーターの皆様をご紹介します。

のりママ様 まめこ様 上原勇樹様 松本学様 金澤英紀様

ただっち様 J.F.様 sin様 小林美智代様 片岡一樹様

細井菜穂様 さとみ様 川原田喬生様

M’sこどもプロジェクト様 あすなろ住宅株式会社様

● マンスリーサポーター
　　　　　（定額寄付者） 名30

2019年度は延べ270名の皆様にご支援いただきました。
たくさんのご寄付をありがとうございます。
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マンスリーサポーターの推移

● 寄付者の声

● 助成団体（敬称略）
・一般財団法人あかしこども財団
・公益財団法人ひょうごコミュニティ財団

子どもの居場所作りや学習支援、あらゆる活動に子どもたちへの
純粋な思いやりを感じます。こんなに温かく、純粋な若者を応援
したいと思いました。この温かさに触れながら、子どもたちが成
長する姿を見守っていきたいです。

「子ども食堂」として温かい食事や居場所、子どもたちへはもち
ろんその親たちにも安心を与え、学習支援や虐待防止活動、病
気の子どもたちの支援を通じ、若い人たちが真剣に次世代にま
で及ぶ地域社会を変えようとしていることに感動しました。
地域の元気は子どもたちの笑顔からと考え、大したことは出来
ないけど、自身の出来る範囲で、地域の子どもたちの笑顔のた
めに少しでもお役に立てればと思い参加させてもらっています。
応援の輪が広がることを願います。

以前まで明石に住んでいました、シングルマザーです。
まだ子どもが小さい頃、周りの方に本当にお世話になりながら
子育てをしておりました。現在は市外に住んでおりますが、昨今
の状況の中とても大変な思いをしている母子・父子家庭の子ど
もたちへ恩返しができればと思い少額ですが、寄付をさせてい
ただきました。
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